
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
近
年
、
中
学
校
・
高
等
学
校
等

の
部
活
動
の
在
り
方
が
問
題
視

さ
れ
、
２
０
１
８
年
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
と
文
化
庁
が
「
部
活
動
の
在
り
方
に

関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
生
徒
や
教
職
員
の
負

担
軽
減
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
根
本
的
な
解

決
に
は
至
ら
ず
、
道
筋
も
は
っ
き
り
と

見
え
て
い
な
い
。
部
活
動
は
長
い
歴
史

が
あ
り
、
特
効
薬
的
な
解
決
策
を
見
出

す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
ま
ず
は
、

町
内
全
て
の
部
活
動
の
活
動
状
況
の
実

態
を
、
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
調
査

を
行
う
こ
と
か
ら
踏
み
出
す
べ
き
と
考

え
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
中
学
校
部
活
動
の
活
動
実
態
把
握
に

向
け
、
調
査
の
考
え
は
。
そ
の
手
法
は
。

(2)
国
や
北
海
道
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基

に
、
本
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
す
る
考
え
は
。

(1)
本
町
に
お
け
る
部
活
動
の

状
況
は
、
学
校
や
種
目
、
行
事
、
大
会

の
前
後
等
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
一

例
と
し
て
、
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
、

吹
奏
楽
部
で
、
平
日
は
約
２
時
間
30
分
、

学
校
休
業
日
は
約
３
時
間
実
施
し
て
い

る
。
部
活
動
休
養
日
は
、
全
て
の
中
学

校
に
お
い
て
毎
週
１
日
以
上
お
よ
び
月

１
日
以
上
を
設
け
て
い
る
。
今
後
、
各

中
学
校
へ
の
聞
き
取
り
等
に
よ
る
調
査

を
行
い
た
い
。

(2)
新
た
に
「
幕
別
町
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
方
針
」
を
策
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
校

長
会
や
教
頭
会
な
ど
関
係
者
と
協
議
を

進
め
る
と
と
も
に
、
部
活
動
の
負
担
が

過
度
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら

部
活
動
が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ

う
努
め
た
い
。

今
年(

平
成
31
年)

２
月
、

札
内
市
街
地
で
３
羽
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
悠
々
と
歩
い
て
い
る
姿
が
目

撃
さ
れ
た
。
市
街
地
に
ま
で
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
出
現
す
る
な
ど
活
動
地
域
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
は
、
長
年
の
保
護
や
繁

殖
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
一
方
、
ご
み

荒
ら
し
、
交
通
事
故
、
子
ど
も
達
と
の

接
触
、
さ
ら
に
は
農
業
被
害
な
ど
懸
念

の
声
も
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
と
、
よ
り
豊
か
な
共
生
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
本
町
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息

状
況
は
。

(2)
本
町
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
懸
念
は
。

(3)
懸
念
に
対
す
る
対
策
は
。

(1)
本
町
に
お
け
る
生
息
数

は
、
毎
年
12
月
と
１
月
に
北
海
道
が
実

施
す
る
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
越
冬
分
布
調
査
」

に
よ
る
と
、
年
度
に
よ
っ
て
調
査
箇
所

数
が
異
な
り
単
純
比
較
で
き
な
い
が
、

28
年
度
は
11
か
所
で
27
羽
、
29
年
度
は

12
か
所
で
８
羽
、
昨
年
度
は
10
か
所
で

十
勝
管
内
２
番
目
の
15
羽
を
確
認
し
た
。

(2)
平
成
24
年
頃
か
ら
、
小
麦
や
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
食
害
な
ど
の
農
業
被
害
が
毎

年
20
万
円
前
後
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、

個
体
数
の
増
加
や
生
息
地
が
拡
大
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
農
業
被
害
の
拡

大
や
市
街
地
へ
の
侵
入
な
ど
の
新
た
な

問
題
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
。

(3)
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
「
文
化
財
保
護
法
」

に
基
づ
く
特
別
天
然
記
念
物
、
「
絶
滅

の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の

保
存
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
国
内

希
少
野
生
動
物
種
に
指
定
さ
れ
、
捕
獲
、

採
取
、
殺
傷
ま
た
は
損
傷
が
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
農
業
被
害

対
策
は
、
有
害
鳥
獣
と
し
て
の
捕
獲
が

で
き
な
い
が
、
音
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
で

威
嚇
す
る
追
い
払
い
、
シ
ー
ト
や
チ
ェ

ー
ン
な
ど
に
よ
る
物
理
的
な
侵
入
防

止
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
誘
引
要
因
と
な
る

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
散
乱
を
防
ぐ
な
ど
の

対
策
が
考
え
ら
れ
る
。
市
街
地
で
の
対

策
は
、
事
例
が
少
な
く
有
効
な
対
策
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
餌
付
け
な
ど

野
生
動
物
の
生
態
に
悪
影
響
を
与
え
る

行
為
を
し
な
い
よ
う
住
民
周
知
に
努
め

た
い
。

■ 一 般 質 問 ■ 

⓮

問

答問
学
校
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
町
独
自

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

中
学
校
部
活
動
の
実
態
調
査
を

答問

互
い
に
安
全
に
暮
ら
せ
る
方
策

を
講
じ
て
い
く

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
も
共
生
で
き
る
地
域

を

問

問

町
　
長

教
育
長

小田　新紀 議員
（拓政会）

札内市街地を歩くタンチョウ (平成 31 年２月）


